
新年度が新しくスタートします。本日午後からは皆さんの後輩となる新入生

100名が入学してきます。在校生の皆さんにとって、１年前、２年前、それぞれ

入学の時を迎えました。あの時の自分が、１年後２年後の今現在の自分を見る

と、現在のあなたに対して、あの時の自分はどう答えてくれるでしょうか。成果

を上げ十分に満足している人、そうではない人。あなたはどうでしょうか。 

昔、ある人気アイドルグループの歌の詩には、「あのころの未来に ぼくらは

立っているのかな」と、現在の自分たちを考えるところがあります。令和７年度

の第一学期のスタートを一つの区切りとして、新たなスタートを、一歩でも出

前に足を進めてほしいと思います。他人と比べる必要はありません。過去の自

分と比べてください。昨日までの自分、過去の自分ではなく、新しいより成長し

ていく自分を作り出してください。皆さんの小さな一歩を集め、足し合わせる

と、クラス全体で、学年全体で、学校全体で、より大きな一歩となります。皆さ

んそれぞれの一歩は、この学校の前進になります。過去をやり直すことはでき

ませんが、今からの未来はどうにかなります。未来は平等に開けています。 

「あのころの未来」、それ以上の未来が待っていると思います。 

上手くいき時、そうではない時、良い時、そうではない時、それぞれに抱えてい

る課題は人それぞれ違います。しかし、少しずつ進んでいけば、先は開けて、明

るい光が見えてくるはずです。先ほどの歌の詩には、夜空の暗い中にも星が輝

き、その向こうには、もう明日が待っていると歌っていたと思います。明るい明

日が、皆さんを待っています。まずは、明日を迎える前の、今日、この時を新た

な気持ちで前に踏み出してください。新入生とともに、皆さんの頑張りを願っ

て、式辞とします。 


